職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
国土交通省航空局において航空管制官として◯年間勤務し、年間発着回数約◯万回の空港で飛行場管制および進入管制を担当してきました。タワー席では離着陸許可と地上走行の指示、レーダー席では進入・出発機の高度・速度・経路の指示を行い、1日平均◯便の交通を扱っています。低視程や雷雲接近時には、進入方式の切り替えや順序の組み替えを隣接席と早めに申し合わせ、安全間隔を確保しながら運航への影響を抑えることを心がけてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：国土交通省航空局／年間発着回数約◯万回の空港（定期便・国際線を含む）に配属
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：航空管制官
【担当業務】
・飛行場管制業務：離着陸許可の発出、滑走路の使用調整、地上走行の指示（1日平均◯便）
・進入管制業務：レーダーによる進入・出発機の誘導と高度・速度・経路の指示、隣接管制席との移管調整
・低視程時・悪天候時の対応：気象情報の確認、計器進入方式の適用、待機（ホールディング）や順序の組み替え
・緊急事態発生時の優先取扱いと、空港運用部門・消防など関係機関への情報連絡
・訓練生◯名のOJT指導、業務手順の申し合わせ事項の見直しと周知
【実績】
・交通が集中する時間帯の出発順序の組み方について、担当席で気づいた点を班内の申し合わせとして整理・共有し、地上待機の重複と再指示のやり取りを減らすことにつなげた
・訓練生◯名のOJTを担当し、判断の理由を口頭で確認しながら段階的に席を任せる進め方を取り、◯名が担当席の単独業務に移行した


■活かせる経験・知識・スキル
・飛行場管制（タワー・グランド）、進入管制（レーダー誘導・移管調整）
・航空英語による標準用語での無線交信、復唱確認の徹底
・レーダー画面・飛行計画情報の管制支援システム操作、フライトストリップ管理
・METAR・TAF等の気象情報の読み取りと、運用への反映判断
■資格
・航空管制官技能証明（飛行場管制）（20XX年X月取得）
・航空管制官技能証明（進入管制）（20XX年X月取得）
■自己PR
交通が輻輳する時間帯でも、機体の性能差や燃料事情を踏まえて優先順位を判断し、安全間隔を保ったまま処理数を落とさない運用が私の強みです。前線通過が予想される日には、気象情報を早期に確認して進入経路の変更案をあらかじめ用意し、パイロットには簡潔な標準用語で意図を伝えることで、指示の復唱不一致や再確認のやり取りを減らせるよう努めてきました。また訓練生◯名のOJTを担当し、判断の根拠を言語化して共有してきた経験があり、貴組織においても安全を前提に多人数で連携する業務で活かせると考えています。
以上
